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授 業 実 践

はじめに̶授業構成を振り返って

様々な授業のスタイルがあると思いますが，日頃

の平常授業でよく見かける授業の流れは以下のよう

なスタイルが多いのではないでしょうか。

【平常授業での流れと主な活動】

Greeting あいさつに続き曜日を聞くなど

Warm-up song，word game，chatなど

Review  前時の復習となる活動，発表活

　動など

Introduction

  -Grammar  文法・文型等の導入，その後の

　pair work等で練習

   -Contents 本文の内容の oral introduction
Reading 一斉読みなどの音読練習

Consolidation 書く活動など

Closing あいさつ

さて，このような授業をイメージしたところで，

授業のどの場面でどのように picture cardsを効果

的に活用できるのか，太字の部分の言語活動を中心

に考えてみたいと思います。

1.  Introduction̶紙芝居の要領でpicture 
    cardsを用いて導入する

Picture cardsの裏には，教科書本文の英語と

Listening Inputがパラレルに印刷されています。多

忙な教師にとって，この Listening Inputはとても参

考になります。この英文にほんの少し手を加え，

picture cardsを示しながら話をすることで，本文の

内容の introductionを行うことができます。14NC

１年 LESSON 9 z-1  No.167の picture cardを見

てみましょう。

〈表〉

〈裏〉

以下は Listening Inputの例（下線部は Listening 

Inputに手を加えた箇所）です。

T:  （絵の少年を指さし）Look at this boy.  His name 

is Ken.  He has a pen friend in England. This is a 

letter from England.  The letter says 15 January. 

（と言いながら，あらかじめ 15 Januaryと書い

ておいた letterを黒板の picture cardの上に重ね

て 貼 り ま す。）Dear Ken,  Thank you for your 

letter.  I received it yesterday. ...　

このようにして，次の picture cardへと進んでいき

ます。

ピクチャーカードの活用方法
̶ 導入から r e c i t a t i o n まで
日 滋之  H i d a i  S h i g e y u k i　（東京学芸大学附属世田谷中学校）

Listening Input

Ken has a pen friend in England.  This is a 
letter from England.
[Letter] 15 January
Dear Ken,
Thank you for your letter.  I received it 
yesterday.



最後の picture cardまで一通り話し終えてから，

内容について以下のように質問していきます。

T:  Now I have some questions. Who is this boy,

 S1?
S1: Ken.
T:   Right. He is Ken. Where is this letter from? Is 

    this letter from the USA, S2?
S2: No.
T:  Then, where is this letter from?
S2: England.
T:  That’s right. It is from England.

Picture cardを提示しながら，生徒の理解を確か

めつつ question-answeringを進めていきます。

2. Reading̶音読から recitation へ

Reading の 活 動 は，choral reading か ら buzz 

reading，そして read and look-upへと進めていき

ますが，これだけで教科書の英文がスラスラと頭に

入ってしまうというわけにはいきません。もう一工

夫，必要になります。Read and look-upのあとに

pair readingを行います。次のようなハンドアウト

を準備し生徒に配布します。

Pair reading に用いるハンドアウトの例

教室でのTeacher Talk の例

T: (After distributing handouts) Boys, look at your 

handout.  Girls, look at your text.  Girls, listen to 

the boys, first.  When the boys can’t say the 

lines, please help the boys.  After the boys have 

finished, exchange roles.  Girls, it’s your turn.  

Look at your handout.  Boys, please help the girls.  

Now, let’s begin.

ここで，隣同士，2人 1組になり，男子が最初に

ハンドアウトを見て，テキストの空欄を補って英文

を言います。隣に座っている女子は，教科書を見て

パートナーである男子の言う英文をチェックしなが

ら，男子が言えなかったり，間違って言ってしまっ

た場合は言い直すなどします。次に男子と女子が役

割を交代します。

生徒たちは readingの活動の最後に pair reading

の活動がくることを知っているので，buzz reading

や read and look-upの段階から，教科書の本文を覚

えようとする気持ちで 1つ 1つの活動に取り組んで

いるように見えます。

また，readingの活動が活性化する理由として学

期末に行っている reading testと recitation testがあ

ると思います。この学期末の reading test 1）と

recitation test 2）が washback effectsとなり reading

によい効果をもたらしているように思います。

3. Review
̶前時の復習としてpicture cardsを用いる

前時に pair readingまで終えていると，本時では

復習として recitationの活動を行うことができます。

これには 2つの方法があって，1つは「cueとして

wordsを提示する場合」ともう 1つは「cueとして

wordsを提示しない場合」です。

q cue としてwords を提示する場合

暗唱がまだ十分でない生徒にとっては cueとな

る key wordsは暗唱を助けてくれます。教師が本文

の各文の最初の単語を言ってあげるか，flash cards

のようにカードに単語を書いて黒板に貼ってあげる

のもよいと思います。教師の cueを待ちきれず ,勢

いあまって教師より先に言おうとする生徒が出てく

ればしめたものだと思います。
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w cue としてwords を提示しない場合

学年が上がるにつれてテキストの難易度も上がり，

英文が頭に入りにくい場合もあります。しかし，cue

となる文字の補助がなく教師が pictureを指し示すだ

けで本文が言える段階まで到達すれば，これでひと

まずこの活動は終わりにしてよいと思います。

次の写真は Book 1 Lesson 9の総復習として，す

べての picture cardsを黒板に掲示し，recitationを

している授業の 1コマです。教師が次々に各絵を

ポイントし，生徒が chorusで recitationしている

様子です。

4. Picture cardsを用いたコミュニケーション
    活動̶picture description のタスク

この Picture descriptionの活動は Show & Tellの

活動に似ています。既習のレッスンの picture cards

を用いて生徒にその pictureについて説明してもら

うことにより，生徒の表現力をみることができます。

準備として，既習のレッスンの picture cardsの

中から，各課の特徴をよく表している picture cards

を何枚か選びます。また，レッスン名を書いたくじ

を作っておきます。

Picture descriptionの時間では，生徒にくじを引

いてもらい，くじに書かれたレッスンの picture 

cardについて英語で説明してもらいます。1人 1分

で 1枚の絵について説明してもらうのがよいと思

います。Picture descriptionでは，生徒が既に学習

した教科書本文の storyだけでなく，語句や表現が

自分のものになっていないとうまく説明できませ

ん。recitationのように覚えた英文を picture cards

を見て言う練習から自分の言葉で picture cardにつ

いて説明するので，一歩進んだコミュニケーション

活動と言えると思います。

おわりに̶基礎の定着のために

Picture cardsを見ながら recitationができるよう

になっても，しばらくすると内容は覚えているのだ

けれど，表現する語句が思い出せないということが

よくあります。あるレッスンの recitationができる

ようになったら，学期末には，2で紹介した pair 

readingの活動で用いたハンドアウトを使って

recitation testを行ったり，picture descriptionをす

るなど，活動の recycleをすることが効果的です。

また，recitationができるようになったからと言っ

ても，それとは別に書く練習も必要です。各レッス

ンが終わったところで，あるいは夏休み，冬休みあ

けに，既習レッスンの各セクションから日本語を英

語で書かせる＊written testを実施することも忘却を

食い止めるのに役立つと思います。このように，

recitationに加えて picture description，written test

のあわせ技をうまく利用していくとよいと思いま

す。

＊written test の例
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教科書チャンピオンをめざそう！

次の日本語を英語で書いてみよう。

1. だからわたしは日曜日には早く起きます。（p.48）
2.生徒たちは，好きな昼食を選びます。（p.50）
3.ぼくたち授業に遅れるよ。（p.56）
4.  メイリン（Meiling）は中国語をわたしに教えて
くれます。（p.58）

5.あなたはこの単語を読むことができますか。
（p.59）
6.わたしも古い漢字は書くことができません。
（p.60）
7.これはだれの竹とんぼですか。（p.64）
8. 彼らは旅行に出かけるところではありません。
（p.68）
9.日本には多くの介助犬がいるのですか。（p.69）
10．この前の夏，ぼくは湖水地方を家族と一緒に
歩きました。（p.79）


